















Report of Hokkaido Consadole Sapporo Badminton Team’s Activities in 2018
北　村　優　明
Masaaki KITAMURA
Ⅰ．はじめに
　2016年に産学連携協定によるコンサドーレ札幌と北翔
大学との調印式を結んだ。
　目的は多方面な連携のもと，スポーツの普及を通じて
地域におけるスポーツの振興を図るとともに，地域で活
躍し世界に羽ばたく人材の育成を行い，地域社会の発展
に寄与することである。
　本学と北海道バドミントン協会は45年に及ぶ競技選手
強化策の連携を図って来た。その一連の強化策として社
会人組織の強化充実，すなわち「北海道コンサドーレ札
幌バドミントンチーム」の発足に積極的に関わり，その
トップ選手達の協力による小学生，中学生，高校生，大
学生の各カテゴリーが全国のトップレベルに達成するこ
とを目的に掲げ，活動してきた。そのことにより，その
成果は本年度の全国ジュニアグランプリ大会において，
小学生，中学生，高校生シングルス戦３試合において男
子は北・北海道が優勝，南北海道が２位。女子は北・北
海道が３位，南北海道５位入賞と着実にその成果が達成
されつつある。我が北翔大学バドミントン部にとっても
北海道学生連盟の選手強化においてもコンサドーレ社会
人チームと週３回の合同練習は学生達にとって励みと
なっており，選手強化の連携を図って来ている男女高校
生達への影響も大である。
大会名：平成29年度チャレンジリーグ２部
場　所：立川市泉市民体育館
期　日：平成30年２月22日～26日
結　果：チャレンジリーグ２部優勝，１部へ昇格
コメント
　平成29年度の集大成としてチーム一丸となり，予選
リーグから決勝トーナメントまで無敗で完全優勝をする
ことができた。
　また，クラブの目標であるS/Jリーグ昇格に一歩近づ
くことができた。
　目標を達成できたことでチームの団結力，個人の自信
につながり収穫の多い大会となった。
大会名：第68回北海道実業団バドミントン選手権大会
場　所：北海きたえーる
期　日：平成30年４月21日～22日
結　果：準優勝
コメント
　平成30年度，第１回目の公式戦となる今大会。
　チャレンジリーグ２部優勝の勢いをそのままに決勝ま
で駒を進めた。
　決勝の相手はS/Jリーグに所属しているJR北海道で
あった。
　第１ダブルスと第２ダブルス，第１シングルスと第２
シングルスを１つずつ取り合い勝負の行方は第３シング
ルスとなった。
　２月にチームに加入した吉原選手（北翔大学卒）があ
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と一歩まで迫ったが，最後はJR北海道東野選手の意地
の粘りに最後は力尽き，準優勝で大会を終えた。
　ただ，今季一回目の公式戦でJR北海道とギリギリの
ところまで戦えたということで，悔しさもあったが，各
選手多くの課題が見つかり実りのある大会となった。
大会名：第73回国民体育大会バドミントン競技会 北海
道予選会
場　所：小樽市総合体育館
期　日：平成30年５月11日～13日
結　果：シングルス　優勝　　　三枝
　　　　　　　　　　ベスト８　竹内　中木
　　　　ダブルス　　優勝　　　大越・竹内
　　　　　　　　　　３位　　　高階・中木
コメント
　平成30年度初めての個人戦となった。
　北海道実業団で見えた課題と向き合い，練習に取り組
んできた成果がでた。
　ダブルスでは大越・竹内ペアが初戦から決勝戦まで１
ゲームも落とさず優勝した。
　高階・中木ペアは３回戦以降JR北海道との試合だっ
たが厳しい戦いを潜り抜け価値ある３位入賞した。
　シングルスでは三枝が北海道実業団では負けた相手に
リベンジを果たし優勝した。
　竹内，中木はダブルスの疲れがある中で最後まで戦い
抜きチームに勇気を与えた。
　６月の全日本実業団に向けてチームが団結し，弾みの
つく大会となった。
大会名：第68回全日本実業団バドミントン選手権大会
場　所：キリンビバレッジ周南総合スポーツセンター，
他２会場（山口県）
期　日：平成30年６月13日～17日
結　果：ベスト８
コメント
　今季３大会目で初めての全国大会（団体戦）であった。
　予選リーグは危なげなく勝利を重ね決勝トーナメント
へ進出した。
　決勝トーナメント2回戦から日本リーグ（２部リーグ）
所属の長野パルセイロBC，大同特殊鋼との戦いになっ
たが，３ ０の完勝で準々決勝進出を決めることができ
た。
　準々決勝の相手はクラブの目標であるS/Jリーグ所属
の日立情報通信エンジニアリングであった。
　第１ダブルス，第２ダブルスを連取され後がなくなっ
たが，キャプテン三枝の第１シングルス，エース竹内の
第２シングルスが取り返し２ ２の振出の状況へ戻し
た。
　第３シングルスは第２ダブルスを戦った中木選手。
　疲れが見える中，健闘しますが惜しくも敗退した。
　チームの結果はベスト８で終えることとなった。
　格上チームに連勝し収穫もありつつ，本当に強いチー
ムとはまだまだ差があると感じた大会となった。
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大会名：第62回北海道社会人バドミントン選手権大会
場　所：千歳市開基記念総合武道館
期　日：平成30年６月23日～24日
結　果：シングルス　優勝　　　三枝
　　　　　　　　　　ベスト８　竹内　中木　住友
　　　　ダブルス　　準優勝　　大越・竹内
　　　　　　　　　　３位　　　高階・中木
コメント
　全日本実業団から１週間後の大会となった。
　疲れが残る中試合に臨むことになったが，シングルス
ではキャプテン三枝がすべて２ ０で２年連続優勝し
た。
　また，出場４名中全員がベスト８以上の結果となり，
チーム層の厚さをアピールすることとなった。
　ダブルスでは優勝をJR北海道に奪取され，２年連続
優勝とならなかったが，大越・竹内ペア準優勝，高階・
中木ペアが３位と上位をキープすることができた。
大会名：第71回北海道バドミントン選手権大会
場　所：野幌総合運動公園体育館
期　日：平成30年８月17日～19日
結　果：シングルス　優勝　　　竹内
　　　　　　　　　　ベスト８　三枝
　　　　ダブルス　　３位　　　高階・中木
コメント
　前回の大会から約２か月後の今大会。
　心と体のコンディション作りが如何に難しいかを痛感
した大会となった。
　その中でも，竹内の気迫あふれるプレーは観客を魅了
し，疲れを見せずに勝ち上がり見事優勝した。
　三枝は北海道社会人大会でのリベンジを許し，ベスト
８であった。
　追われる立場の試合の難しさは今後の大きな経験とな
るとともに悔しさの残る結果となった。
　ダブルスでは高階・中木が３位に入賞した。
　今季に入り３位以上の結果がなく勝ちにこだわりす
ぎ，いつものプレーができずに敗退した。
大会名：第61回全日本社会人バドミントン選手権大会
場　所：南国市立スポーツセンター，他（高知県）
期　日：平成30年８月31日～９月５日
結　果：シングルス　三枝　４回戦敗退
　　　　　　　　　　住友　３回戦敗退
コメント
　今季，最初で最後の個人戦での全国大会となった。
　ここでベスト16以上に進出すれば，全日本総合に出場
できるということで各地の選手たちがこの大会に照準を
合わせてくる大会である。
　三枝は初日を完勝で終えたが，住友はS/Jリーガーの
丸尾選手（日立情報通信エンジニアリング）に０ ２で
敗退した。
　２日後の三枝も同じくS/Jリーガーの和田選手（ジェ
イテクト）に０ ２で敗退した。
　強い選手たちが全力で勝ちに来るこの大会で勝つこと
の難しさ，まだまだ気持ちの強さが足りないと痛感した
大会となった。
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Ⅱ．今後の展望
　チームは２月22日（金）～23日（土）に東京都立川
市で行われるチャレンジリーグ2018に向けて北方圏生涯
スポーツ研究センターでトレーニングを行っている。こ
の大会は優勝した１チームにのみ，24日（日）に行われ
るS/J Ⅱリーグとの入替戦への出場権が与えられる。最
短でのS/J リーグ入りを目標とするチームにとっては，
昇格のかかった唯一の試合であり，今年度の最重要試合
である。
　2018年度はシーズン途中での選手の退団もあったが，
2019年度に向けて新加入選手を２名獲得し，上記のチャ
レンジリーグにもその選手を含めた６名で臨むことに
なっている。選手の人数は多くはないため，意識・目標
を全員が共有し，チーム一丸となっていく必要がある。
　また，選手たちは自らのためだけではなく，クラブや
パートナー企業，提携している北翔大学，そのほか応援
して頂いている周りの方々への感謝の気持ちを忘れず
に，日々厳しい練習に取り組んでいる。
　今年度最後の大会を最高の結果で終えられるよう精進
していく。
付　記
　本研究は，平成29-30年度北方圏生涯スポーツ研究セ
ンター選定事業として実施された。
